
「まつり」をつくる・知る・つなぐ 
 

勝亦あき子（東京大学教育学部附属中等教育学校）  
田辺留美子（葛飾区教育委員会）、宮本未優（埼玉新聞）、  
瀬川結美、高橋菜奈子、横山美咲（東京学芸大学附属図書館）  
 



祭りに参加する子どもたちの様子は？

昔（学芸大図書館の一枚絵）

埼玉新聞 県北 2012年(平成24年)4月4日(水曜日)

『おまつり :
 子供あそひ』

『はつ午 : 
　子供あそひ』

https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/10912403-8
https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/10912403-8
https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/10912404-2
https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/10912404-2


お祭りに参加する子どもたちは何を楽しみにしていた？

『子ども遊び：ゑん日』山本昇雲　明治 40年3月

埼玉新聞　2014年（平成26年）8月12日（火曜日）　県央・県北

https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/10912404-7


お祭りをする大人たちは何を楽しみにしていた？

『江戸名所図会』

https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/07129484#?page=7


お祭りの開催者と参加者、それぞれの服装・装束は？

『しん板二十五座神楽づくし』 『人形めんかぶり』

https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/10808090
https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/12013004089


神輿や山車や神楽囃、今と昔の相違点は？

『日枝神田両社御祭礼寿古録』
明治4年（1871) 『新板鼠の戯』

明治17年（1884）

久喜・土師祭

土師祭に登場した千貫
神輿 (右) と、らき☆す
た神輿(左）
（埼玉新聞2018年1月
1日記事より）

飯能祭り

市域での山車の引き
回しは明治時代以降
に始まり、大正には
山車の新造や他所
からの購入が盛んに
行われた。
（埼玉新聞 2018年1
月1日記事より）

https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/18505934
https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/10808169


「祭り」？「祀り」？何がまつられているのか？

祇園祭 - ジャパンサーチ  (jpsearch.go.jp)

https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-kbjG03kKgjp


七夕まつりの今と昔

昔

『女文章教草』天明5年（1785)

今

● 自分の七夕に関する経験や体験について振り返って考
えてみよう☆

● 自分の地域の七夕に関する伝統や行事・習慣について
調べてみよう☆

● 他の地域では七夕に関するどのなような伝統や行事・習
慣があるのか、JAPAN SEARCHやADEACなどのデジ
タルアーカイブで調べてみよう☆

● 外国には似たような文化・風習はあるのかな？
Europeanaなど外国のデジタルアーカイブで調べてみよ
う☆

● 学習を通して考えたことや新たに生まれた「問い」を書い
てまとめてみよう☆

https://d-archive.u-gakugei.ac.jp/item/10703817#?page=3


＊先生方へ 
 
・本教材における新聞の扱いと引用表記の方針について  
新聞記事の活用の利点は、地域色の強い伝統行事や独自の取り組みを通して、普段よく知る場所や人の情
報に親しみながら学べることです。また新聞記事の情報の真偽を自分自身で確認しやすいことも大きな利点で
す。記事が書かれた年月日の情報や新聞の何面記事かがわかる状態にすることで、季節や時代の影響、時
系列の変遷や比較など、様々な観点で思考できる可能性が広がります。  
 
・アレンジについて  
上記のような地方新聞の記事活用は、著作権がクリアできていれば、様々な地域で取り組みやすい教材づくり
の一つではないかと考えて、授業者が選んだ新聞記事を差し替えても成り立つような構成を考えました。  
 
・本教材における教材作成のプロセスや工夫について  
新聞記事と大学所蔵の資料に見られる祭礼行事を「今」と「昔」という観点で比較することから、大きなテーマ
の下に左右２対のタイトルと画像が双ぶフォーマットを選択していくつかコピーをしました。その後、画像資料を
見ながら大きなテーマに自分が思いつく「投げかけたい問い」を記入する作業と、テーマに合った画像を貼り付
ける作業を行ったり来たりしながら繰り返しました。今回は私が問いを考えて、画像を探す作業に資料提供者
の方の応援をいただきましたが、どの工程もオンライン上で共同編集作業をしやすいのがデジタルアーカイブ
の利点ではないかと思います。  


